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（
問
題
）

2
0
2
0年
度

注

意

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
に
は
手
を
触
れ
な
い
こ
と。

問
題
は
2
j
U
べ
i
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・

乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
損
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
c

解
答
は
す
べ
て
、
H
B
の
黒
鉛
筆
ま
た
は

H
B
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
一記
入
す
る
こ
と
。

4

マ
！
ク
解
答
用
紙
記
入
上
の
注
意

（1
）
印
刷
さ
れ
て
い
る
受
験
番
号
が
、
自
分
の
受
験
番
号
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、

氏
名
欄
に
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と。

（2
）
マ

i
ク
欄
に
は
は
っ
き
り
と

マ
ー
ク
す
る
こ
と
c

消
し
残
し
が
な
い
よ
う
に
よ
く
消
す
こ
と
。

事

項

l 2 3 

1 

ま
た
、

訂
正
す
る
場
合
は
、

消
し
ゴ
ム
で
丁
寧
に
、

マ
ー
ク
す
る
時
一

e良
い

O
悪
い
わ
悪
い

マ
！
ク
を
消
す
時
一

O
良
い

O
悪
い
わ
悪
い

5

記
述
解
答
用
紙
記
入
上
の
注
意

（1
）
記
述
解
答
用
紙
の
所
定
欄
（
2
カ
所
）
に
、
氏
名
お
よ
び
受
験
番
号
を
正
確
に
丁
寧
に
記
入
す
る
こ
と
。

（2
）
所
定
欄
以
外
に
受
験
番
号
’
氏
名
を
記
入
し
た
解
答
用
紙
は
採
点
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
る。

（3
）
受
験
番
号
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
数
字
見
本
に
し
た
が
い
、

読
み
や
す
い
よ
う
に
、
正
確
に

γ寧
に
記
入
す
る
こ
と
。

円
判
同
陀
門
出
け
い
司
日
間
川
問
団
回

（4
）
受
験
番
号
は
右
詰
め
で
記
入
し
、
余
白
が
生
じ
る
場
合
で
も
受
験
番
号
の
前
に

「
0
」
を
記
入
し
な

い
こ
と
。
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一

解
答
は
す
べ
て
所
定
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
所
定
欄
以
外
に
何
か
を
記
入
し
た
解
答
用
紙
は
採

点
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

試
験
終
了
の
指
示
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
解
答
を
や
め
、
筆
記
用
具
を
置
き
解
答
用
紙
を
裏
返
し
に
す
る
こ
と
。

終
了
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
答
案
の
す
べ
て
を
無
効
と
す
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

い
か
な
る
場
合
で
も
、
解
答
用
紙
は
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
c

6 8 9 



※ 

」
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

一一一 2 

A 

（－） 

次
の
A 

B 
の

文
与主

を
ん
ーで

あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。



※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
山
一
七
本
由
輝
「
故
郷

・
離
郷
e

異
郷
」
に
よ
る

日以

富
貴
に
し
て
故
郷
に
婦
ら
ざ
る
は
、
繍
を
着
て
夜
行
く
が
如
し
、
設
か
之
を
知
る
者
ぞ
。
と
は
休
猿
佐
和
の
訪
問
な
れ
ど
も
、
実
に
不
朽
の

真
理
を
誼
み
た
る
も
の
と
い
ふ
ベ
し
。
業
成
り
名
遂
げ
た
る
者
、
誰
か
故
郷
に
帰
る
を
欲
せ
ざ
る
者
あ
ら
ん
や
υ

見
よ
笈
を
負
ふ
て
東
都
に

山
で
、
一

片
の
本
業
証
書
を
懐
に
す
1
ば
、
忽
ち
帰
心
失
の
如
く
、
之
を
欣
郷
の
父
老
親
近
に
示
さ
ん
と
欲
す
る
に
あ
ら
ず
や
、
彼
ら
な
ん

す
れ
ぞ
般
郷
に
恋
々
た
る
や
。
チ
エ
ル
が
大
宗
柑
と
な
る
や
、
帰
り
て
そ
の
郷
先
牛
を
訪
ふ
。
先
生
白
く、

君
は
何
の
職
業
を
な
せ
し
や
り

bw 

チ
エ
ル
答
て
臼
く
、
余
は
ミ
ニ
ス
タ
l
た
り
。
先
生
色
を
変
じ
て
日
く
、
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
の
信
者
に
あ
ら
ず
や
、

査
に
改
宗
し
て
新
教

に
入
り
た
る
か
、
な
ん
ぞ
ミ
ニ
ス
タ
！
と
な
り
し
か
c

日
く
、
余
が
一
所
謂
ミ
ニ
ス
タ
ー
は
伝
教
師
の
諸
に
あ
ら
ず
し
て
、
宰
相
の
謂
な
り
と
。

先
生
笑
て
日
く
、
戯
一
一
面
す
る
な
か
れ
、
羽
い
ず
く
ん
ぞ
大
市
相
た
る
を
得
ん
。
日
く
先
牛
疑
ふ
な
か
れ
、
も
し
余
が
百
を
信
ぜ
、
ず
ん
ば
、
先

生
望
む
所
を
陳
べ
よ
、

余
必
ず
先
生
の
為
め
に
之
を
遂
げ
得
さ
せ
ん
と
c

先
生
日
く
、
余
や
他
に
望
む
所
な
し
、
人
ホ
の
郷
校
を
つ
か
さ
ど
る

十
数
年
、
し
か
し
て
未
だ
教
員
思
給
体
に
あ
づ
か
る
を
縛
ず
、
現
も
し
宰
相
た
ら
ば
、
請
ふ
余
が
為
に
こ
れ
を
弁
ぜ
よ
と
ヘ
秘
ド
わ
な
く
し
て

一’9
b」

郷
先
生
恩
給
令
下
れ
り
。
韓
信
が
楚
王
と
な
る
や
、
か
つ
て
己
を
辱
め
た
る
悪
少
年
を
封
じ
て
都
尉
ど
な
し
、
一

飯
の
徳
あ
る
漂
母
に
向
て

千
金
を
施
し
た
り
ο

蘇
秦
が
累
々
た
る
し
ハ
聞
の
柑
印
を
帯
ぶ
る
や
、
ま
づ
そ
の
故
郷
に
帰
り
、
己
れ
が
た
め
に
射
が
ざ
り
し
授
、
紘
一的
ド
ら

で
h

乙

｛

6〕

ぎ
り
し
妻
を
し
て
蛇
行
旬
旬
四
持
、
一
ニ
f
i
史
外
に
郊
迎
せ
し
め
た
り
。
漢
高
の
天
下
を
平
定
す
る
や
、
豊
浦
の
父
老
を
訪
へ
り。

太
閤
の
小

門
ン

ン

、ー
ン

田
原
陣
よ
り
か
へ
る
や
、
ま
づ
銀
杏
村
に
入
れ
h
v
c

華
聖
舶
の
退
休
す
る
や
、
依
然
た
る
マ
オ
ン
ト
・
ウ
オ
1

ノ
ン
の

一
農
夫
、
と
成
れ
り
c

彼
等
が
澗
罵
た
る
偉
勲
は
、
天
下
万
人
の
仰
ぐ
所
な
り
、
な
ん
ぞ
そ
れ
草
沢
山
野
二＝一
の
父
老
の
憐
を
乞
ふ
を
要
せ
ん
や
の
し
か
し
て
彼
等

が
天
下
に
向
て
、
不
世
出
の
勲
業
を
建
つ
る
や
、

あ
た
か
も
小
学
校
生
徒
が
進
級
証
を
懐
に
し
て
、
ま
づ
そ
の
父
母
に
一
爪
す
が
如
く
、
故
郷

の
父
老
に
ぷ
す
所
以
の
も
の
は
何
ぞ
や
。

独
り
是
に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
。
彼
等
は
得
意
の
時
の
み
故
郷
を
求
め
ざ
る
な
り
、
失
意
の
時
に
も
求
む
る
な
り
。
見
よ
南
洲
は
そ
の
一兆せ

ん
と
す
る
時
に
際
し
て
も
、
な
は
「
秋
風
思
レ
骨
故
郷
山
」
と
言
ひ
し
に
あ
ら
ず
や
。
彼
等
は
故
郷
よ
り
好
遇
せ
ら
る
る
が
為
に
故
郷
を
愛

守
り
λ

・

す
る
に
あ
ら
ず
、
虐
待
せ
ら
る
る
も
尚
故
郷
を
愛
す
る
な
り
c

孔
子
魯
を
去
る
、
遅
々
と
し
て
行
き
し
に
あ
ら
ず
や

3

基
督
の
如
き
は
、
そ

の
郷
人
よ
り
彼
は
大
士
の
子
に
あ
ら
ず
や
、
そ
の
母
は
マ
リ
ア
に
あ
ら
ず
や
、
そ
の
兄
弟
は
ヤ
コ
ブ
、
ヨ
セ
ブ
、
シ
モ
ン
、
ユ
ダ
に
あ
ら
ず

と
も
カ
ム

ゃ
、
そ
の
妹
等
は
我
が
僚
と
と
も
に
在
る
に
あ
ら
ず
や
、
彼
如
何
な
る
奇
才
異
能
あ
る
や
と
、
彼
を
厭
ひ
彼
を
・
棄
て
た
る
に
か
か
は
ら
ず
、

彼
は
し
ば
し
ば
そ
の
故
郷
な
る
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
還
へ
り
し
に
あ
ら
ず
や
ο
彼
は
日
く
、
預
一
両
者
は
そ
の
故
郷
に
尊
ば
れ
ず
と
。
彼
之
を
知
る
、

然
れ
ど
も
な
ほ
そ
の
故
郷
に
恋
々
た
り
し
は
何
ぞ
や
。

何
を
か
故
郷
と
い
ふ
c

そ
の
山
’
洋
し
た
る
地
方
な
る
か
、
そ
の
成
長
し
た
る
地
方
な
る
か
。
そ
の
故
郷
の
区
域
は
、
面
積
幾
方
里
な
る
か
ひ

そ
の
出
康
成
長
し
た
る
村
落
を
以
て
故
郷
と
い
ふ
か
、
郡
を
以
て
故
郷
と
い
ふ
か
、
県
を
以
て
飲
郷
と
い
ふ
か
、
も
し
く
は
更
に
大
な
る
地

方
を
以
て
故
郷
と
い
ふ
か
c

人
の
立
つ
所
の
位
置
に
よ
り
て
、

けん
る
所
の
眼
孔
に
よ
り
て
、
故
郷
も
ま
た
一
な
る
能
は
、
ざ
る
也
。
一

村
落
よ

3 



り
す
れ
ば
、
そ
の
三
五
の
近
隣
は
故
郷
な
り
。

一
都
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の

一
村
落
は
故
郷
な
り
。

一
県
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
一
郡
は
故
郷
な

り。

一
地
方
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の

一
県
は
故
郷
な
り
。

一
回
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
一
地
方
は
故
那
な
り
。
世
界
よ
り
す
れ
ば
、
一
国
は
故
郷

な
り
。

字
詰
よ
り
す
れ
ば
、
す
べ
て
吾
人
々
類
の
棲
息
す
る
地
球
は
故
郷
な
り。

然
れ
ど
も
こ
れ
未
だ
以
て
故
郷
の
真
意
を
説
明
す
る
に
足

き
ん
こ
く

一｝

ら
ず
c

故
郷
は
必
ず
し
も
寸
川
」
の
土
地
に
あ
ら
拭

た

だ

そ
の
人
の
心
に
忘
れ
ん
と
欲
し
て
忘
ヲ
？
能
は
ざ
る
最
初
の
感
触
の
劉
刻
千
｝

ら
れ
た
る
所
、

こ
れ
を
故
郷
と
い
ふ
の
み
。

古
人
の
詩
に
日
く
、
「
客
舎
井
州
己
十
霜
、
帰
心
日
夜
憶
－一成
陽
「
無レ
瑞
更
渡
一
一
桑
乾
水
「
却

望
ニ井
州
一是
故
郷
」
と
、
と
の
時
に
お
い
て
は
、
井
川
却
て
故
郷
の
感
あ
る
な
り。

然
れ
ど
も
愛
郷
の
念
最
も
深
き
は
、
そ
の
感
触
の
最
も

深
き
所
に
あ
り
、
感
触
の
最
も
深
き
は
、
最
も
神
聖
な
る
連
感
の
之
に
伴
ふ
に
あ
り
。
た
だ
こ
れ

一
片
の
青
山
の
み
、
然
れ
ど
も
吾
人
父
祖

の
骨
を
埋
め
た
る
所
と
思
へ
ば
、
風
に
臨
ん
で
一波
流
る
、
な
り
。
た
だ
こ
れ
＋
佐
々
た
る
原
野
の
み
、
然
れ
ど
も
吾
人
の
先
祖
が
忠
義
の
為
に
、

う
ら
｛川
）

千
兵
万
馬
の
問
を
螺
馳
し
、
そ
の
碧
血
を
野
草
に
染
め
な
し
た
り
と
思
へ
ば
、
懐
旧
の
感
勃
々
と
し
て
来
る
な
り
。
た
だ
こ
れ
一
株
の
果
樹

の
み
、
然
れ
ど
も
吾
人
が
少
年
の
時
に
、
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
下
に
戯
れ
遊
び
た
る
を
思
へ
ば
、
あ
た
か
も
昔
日
の
害
、
昔
日
の
兄
弟
姉
妹
、

昔
日
の
裁
家
の
境
遇
、
悦
然
と
し
て
眼
中
に
入
る
な
り
。
人
の
故
郷
を
愛
す
る
は
、
必
ず
し
も
山
水
の
絶
佳
な
る
が
た
め
に
あ
ら
ず
、
風
土

の
秀
麗
な
る
が
た
め
に
あ
ら
ず
、
気
候
の
温
和
な
る
が
た
め
に
あ
ら
ず
。
故
郷
は

一
種
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
り。

思
ふ
て
故
郷
に
到

れ
ば
、
無
言
の
青
山
は
、
な
ほ
こ
れ
千
万
丈
の
記
念
碑
の
如
く
、
在
々
た
る
原
野
も
、
な
ほ
こ
れ
旧
時
の
血
歴
史
か
と
思
は
る
c

一
木
一
草

の
微
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
千
糸
万
綾
の
情
こ
ま
や
か
に
し
て
、
傍
人
の
得
て
知
る
所
に
あ
ら
ず
。
そ
れ
か
く
の
如
き
所
以
の
も
の
は
何
ぞ
や
。

人
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世
に
住
す
。
三
世
中
最
も
短
き
は
現
在
な
り
。
最
も
明
白
な
る
は
過
去
な
り
、
最
も
測
り
知
る
可
か
ら
ざ

る
は
未
来
な
り
。
吾
は

一
な
れ
ど
も
、
時
に
よ
り
て
異
な
る
な
り。

過
去
の
吾
は
現
在
の
告
に
あ
ら
ず
、
現
在
の
吾
は
未
来
の
五
口
に
あ
ら
ず
。

何
が
故
に
現
在
は
最
も
短
し
と
す
る
か
。

一
秒
時
間
前
は
過
去
な
り
、一

秒
時
間
後
は
未
来
な
り
、
然
ら
ば
現
在
の
吾
と
は
、
た
だ
一
秒
時

間
の
吾
に
あ
ら
ず
や
。
あ
た
か
も
垣
柵
中
を
走
る
馬
の
如
く
、
後
蹄
は
既
に
過
去
の
領
分
た
ら
ん
と
し
、
前
蹄
は
将
に
未
来
の
領
分
た
ら
ん

と
す
。
現
今
の
苦
は
閃
竜
た
だ
な
ら
ざ
る
寸
刻
に
あ
る
の
み
。
放
に
人

一
生
の
問
、
そ
の
過
半
は
過
去
と
未
来
の
為
に
支
配
せ
ら
る
。

し
か

し
て
か
の
故
郷
な
る
者
は
、
過
去
の
標
織
に
し
て
、
千
四
万
転
思
ふ
て
過
去
に
到
れ
ば
、
遂
に
故
郷
に
帰
着
せ
ず
ん
ば
休
せ
ざ
る
な
り
。
身

世
遭
遇
幾
多
の
快
楽
あ
り
し
か
、
幾
多
の
苦
痛
あ
り
し
か
、
ま
た
幾
百
の
戦
争
を
経
た
り
し
ゃ
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
事
を
回
想
し
来
ら
ば
、

帰
着
す
る
所
は
故
郷
に
あ
る
な
り
。
老
杜
の
い
わ
ゆ
る
「
魂
招
不
レ
来
帰
一一
故
郷
一
」
と
は
、
こ
の
こ
と
な
り
。

故
郷
は
す
な
は
ち
過
去
の
記
憶
と
「
己
と
を
以
て
ー
も
立
し
た
る
神
聖
な
る
殿
堂

1
5
2
3に
注
ぐ
が
如
く
、
人
の
想

念
は
こ
の
殿
堂
に
向
て
注
ぐ
な
り
。
英
国
の
詞
宗
パ
イ
ロ
ン
の
如
き
、
郷
国
に
容
れ
ら
れ
ず
、

憤
慨
の
あ
ま
り
、
郷
国
に
向
て
最
後
の
告
別

を
な
し
て
日
く
、
余
は
巌
椴
よ
り
諜
ひ
た
る
葦
の
如
く
、
波
澗
の
湧
く
所
、
風
濃
の
呼
吸
す
る
所
、
程
々
と
し
て
行
く
所
に
任
す
べ
し
と
。

然
れ
ど
も
彼
ま
た
日
く
、
余
は
異
郷
の
灰
と
な
る
も
、
余
の
魂
は
な
ほ
故
郷
を
愛
す
る
な
り
と
。
遺
叫
｝日く
、
「
眼
中
正
有
一
一家
山
在
「

一
片

傷
心
薗
不
レ
成
」
と
。

彼
故
郷
と
交
り
を
絶
ち
た
る
パ
イ
ロ
ン
に
し
て
か
く
の
如
し
。
彼
亡
固
の
遺
臣
た
る
元
遺
山
に
し
て
か
く
の
如
し
。

之
を
思
へ
ば
か
の
大
人
君
子
、
英
雄
豪
傑
が
故
郷
に
恋
々
た
る
も
、
ま
た
決
し
て
異
と
す
る
に
足
ら
ず
。
風
雲
の
気
、
児
女
の
情
、
量
に
必

ら
ず
し
も
相
ひ
衝
突
す
る
も
の
な
ら
ん
や
。
否
、
彼
等
は
最
も
多
血
多
一棋
の
熱
腸
な
る
に
あ
ら
ず
や
。
身
を
先
帝
に
致
し
、
五
丈
原
頭
師
を

（

M
）
 

出
す
の
日
も
、
な
ほ
南
陽
の
旧
草
店
胞
を
忘
る
、
能
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
。

4 

（
徳
富
蘇
峰

「故
郷
」〈

…
八
九
O
年
〉
に
よ
る）

注

（
1
）
チ
エ
ル
：
：：
フ
ラ
ン
ス
の
初
代
大
統
領
、
ア
ド
ル
フ

・
テ
イ
エ

I
ル
（
一
七
九
七
j
一
八
七
七
）
の
こ
と
。

（2
）
韓
信

’
：
紀
元
前
の
中
国
秦
末
の
武
将
。
（
3
）
蘇
秦

j

紀
元
前
の
中
国
戦
国
時
代
の
政
治
家
。

（4
）
経

・

機

織
り
の
糸
を
さ
す
。

（5
）
漢
高
：
：
：
紀
元
前
の
中
閏
漢
の
初
代
皇
帝
と
な
っ
た
武
将
劉
邦
の
こ
と
。

（6
）
豊
浦
：
：
：
現
在
の
中
国
江
蘇
省
徐
州
市
の
柿
県
。
（
7
）
南
洲
’
：
・
凶
郷
隆
盛

（
一
八
二
八
1
一
八
七
七
）。

（8
）
劉
刻
－E

E

－－け
ず
り
、
き
ざ
み
つ
け
る
こ
と
。

（9
）
古
人
の
詩
e
i
－－買
島
の

「桑
乾
を
渡
る
L

。
詩
句
中
の
「
弁
州
」
は
、
北
京
近
郊
の
桑
乾
河
の
南
に
あ
る
土
地。

（
凶
）
綴
馳
：

・駆
け
回
る
こ
と
c

（
日
）
老
社
：
・
中
国
唐
代
の
詩
人
社
甫
の
尊
称
。

（
ロ
）
パ
イ
ロ
ン

：・
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
（

一
七
八
八

1
一
八
二
四
）。

（
日
）
遺
山
・：：
中
国
金
末
期
の
詩
人
元
好
問
（

一
一
九

0
1
一
二
五
七
）。

（
川
）
五
丈
原
頭
師
を
出
す
の
日
も
：
萄
の
諸
葛
孔
明
の
逸
話
を
さ
す
c

問

A
の
文
章
の
空
欄
円

凹

に
入
る
漢
字

一
字
を
、

記
述
解
答
用
紙
の
一
時
間
｛
疋
の
欄
に
記
せ
。

間
一
一
次
の
否
、

A
の
本
文
中
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
高
円

凹

1
門

出

の
中
か
ら
で
適
切
な
箇
所
を
一
つ
選
び
、
解

答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

つ
ま
り
、
農
村
が
故
郷
で
、
都
市
は
異
郷
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。



問

A
の
文
章
中
に
あ
る
柳
回
国
男
の
故
郷
に
対
す
る
考
え
を
説
明
し
た
文
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
解
答
欄
に

マ
ー
ク
せ
よ。

家
殺
し
を
意
味
す
る

「ド
ミ
シ
l
ド
」
は
、
祖
先
の
意
思
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
な
ど
の
間
接
的
な
も
の
を
含
む
。

口

日
本
で
は
、
近
代
に
な
る
と
農
村
出
身
者
が
都
市
部
へ
移
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
人
々
に
よ

っ
て
都
市
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

ハ

イ
エ
は
、
個
人
が
祖
先
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
機
構
で
あ
り
、
故
郷
の
な
か
で
守
ら
れ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

ニ

農
村
山
身
の
長
男
が
都
市
へ
移
住
す
る
場
合
は
、

一
定
期
間
を
経
て
帰
郷
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
中
農
が
養
成
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
そ
の
限
り
で
は
な
い。

ホ

日
本
の
農
業
は
、
単
独
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
職
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
農
家
の
数
が
増
え
る
こ

と
は
好
ま
し
く
な
い
。

イ
A
の
文
章
の
傍
線
部
1
「
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
出
す
」

と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
述
べ
た

一
文
を
、

B
の
文
章
中
か
ら
＝一
十
五
字
以
上
回
十
字
以
内
で
求
め
、
そ
の
最
初
の
五
文
字
を
抜
き
出
し
て
、
記
述
解
答
用
紙
の
所
定
の

欄
に
記
せ
（
句
読
点
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
も

一
字
と
す
る
）。

間
四

間
五

B
の

文

章

の

空

欄

寸

げ

つ

直

に

入

る

語

の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の

2
2
つ
選
ぴ
、
解
答
欄

に
マ
ー
ク
せ
よ
c

イ

y 

現
実
的

排
他
的

客
観
的

相
対
的

空
想
的

z z 

阻憶想美幻
想、僚像化想

口

y 

z 

ニハ
y 

z 

y 

z 

ホ

Y

問

A
お
よ
び
B
の
文
章
の
趣
旨
と
合
致
す
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
ぴ
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

A
の
文
章
で
は
小
学
唱
歌
が
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
出
す
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
作
用
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

ロ

A
の
文
章
で
は
離
郷
に
も
階
層
に
よ
る
条
件
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、

B
の
文
章
で
は
離
郷
を
促
す
も
の
が
も
っ
ぱ
ら
万
人

に
共
通
す
る
青
雲
の
志
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ハ

A
の
文
章
で
は
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
離
郷
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
が
、
B
の
文
章
で
は
強
い
ら
れ
て
故
郷
を
離
れ

る
ご
と
に
な
っ
た
場
合
の
愛
郷
心
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

ニ

A
の
文
章
で
は
名
士
に
な
っ
た
帰
郷
者
の
多
く
が
故
郷
に
好
印
象
を
持
っ
と
述
べ
て
い
る
が
、

B
の
文
章
で
は
迫
害
を
受
け
た
偉

人
た
ち
の
故
郷
へ
の
愛
憎
の
思
い
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

ホ

A
の
文
章
で
は
人
口
流
出
に
よ

っ
て
深
刻
な
田
舎
の
荒
廃
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

蝿
な
理
想
郷
と
し
て
描
い
て
い
る
。

イ

B
の
文
章
で
は
幼
少
時
代
の
苦
難
が
故
郷

B
の
文
章
で
は
故
郷
を
風
光
明

画面画面画面
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（ニ）

次
σ〉
文
ー守ナ：す～守,: ー－ 

壬日3士L 

ん
で

、

※ 
、ーー

の

｝あて

の
問

問 ＼，， 、

題
iま

、
合,<-' ～ 

え
著 よ

権作
。

の

係関

よ

掲

載が

で
き
ま
せ
ん。



※
こ
の
問
題
は
、
善
作
権
の
関
係
に
よ
り
目
拘
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

二

柳
慧
「
一
柳
慧

現
代
古
楽
を
超
え
て
」
に
よ
る
）

間
七

傍
線
部
A
「
歌
仙
を
巻
く
」
と
あ
る
が
、

ら

一
つ
選
ぴ
、
解
符
欄
に
マ
！
ク
せ
よ
。

筆
者
が
こ
の
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
現
市
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か

イ

歌

仙

を

巻
く
と
は
、
何
人
か
が
集
ま
り
、
食
事
や
飲
洞
を
と
も
に
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
筆
者
は
問
欧
の
個
人
主
義
に
は
な
い
も
の
を
見
出
し
た
か
ら
。

ロ

歌
仙
を
巻
く
と
は
、
何
人
か
が
集
ま
り
、
と
も
に
食
事
や
酒
を
た
し
な
み
な
が
ら
順
番
に
匂
を
詠
み
令
う
こ
と
だ
が
、

者
は
日
常
性
が
芸
術
そ
の
も
の
に
昇
蒸
す
る
可
能
性
を
感
じ
た
か
ら。

ハ
歌
仙
を
巻
く
と
は
、
何
人
か
が
集
ま
り
、

一
定
の
規
則
に
従
い
長
句
と
短
旬
を
付
け
合
わ
せ
て
い
〈
こ
と
だ
が
、

複
数
の
人
間
に
よ
る
予
測
で
き
な
い
創
造
性
を
見
出
し
た
か
ら。

ニ

歌
仙
を
巻
く
と
は
、
何
人
か
が
集
ま
り
、

一
定
の
規
則
に
従
い
長
旬
と
一
匁
旬
を
連
ね
て
い
く
こ
と
だ
が
、

ル
ー
ル
や
作
法
に
員
か
れ
た
芸
術
性
を
認
め
、
評
価
し
た
か
ら
。

そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
だ
旬
を
披
露
し
合
う
こ
と
だ
が
、

そ
こ
に
筆

そ
こ
に
筆
者
は
厳
し
い

そ
こ
に
筆
者
は

問
八

空

欄

門
川

」

門

司

寸

川

」

に
人
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

5
2
2
2中
か

ら

予

選

び
、
壁

欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

ホニハロイ

表 lin精 不非
現興神確日

疋常

II lI II II II 

他 一 表 偶芸
者団現然 術

III III III E 班

複祝未叩 共
数 覚 完 興同

結

間
九

傍
線
部
日

「縦
の
音
の
構
成
」

の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
ぴ
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ

縦
の
E
L
自
の
構
成
ど
は
、
個
人
主
義
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
西
欧
音
楽
に
対
し
、
共
同
制
作
の
形
を
と
る
連
歌
の
よ
う
に
予
測
不
可

能
な
他
者
性
を
と
り
入
れ
た
音
の
構
成
法
で
あ
る
。

口

縦
の
な
自
の
構
成
と
は
、
時
間
芸
術
と
し
て
意
識
さ
れ
て
き
た
ヨ
！
ロ
ッ
パ
的
な
引
一
日
の
展
開
に
対
し
、
連
歌
の
よ
う
に
空
間
的
な
流

れ
を
と
り
入
れ
た
音
の
構
成
法
で
あ
る
。

ハ

縦
の
立問
の
構
成
と
は
、
複
数
の
人
間
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
る
連
歌
の
基
本
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器

に
よ
る
異
な
る
音
を
集
団
的
に
響
か
せ
る
工
夫
で
あ
る
。

ニ

縦
の
立
日
の
構
成
と
は
、
連
歌
の
よ
う
に
、
音
を
受
け
継
ぎ
引
き
渡
す
い
わ
ば
棋
の
構
成
方
法
に
対
し
、

響
か
せ
る
と
き
の
工
夫
で
あ
る
。

7 

阿
時
に
い
く
つ
も
の
音
を

問
＋

傍
線
部
1
・
2
の
カ
タ
カ
ナ
に
用
い
ら
れ
る
の
と
阿
じ
漢
・
一
千
を
カ
タ
カ
ナ
部
分
に
含
む
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら

一
つ
選
ぴ
、

解
評
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ

カ
ン
急
を
つ
け
る

二
超
過
分
を
カ
ン
付
す
る

ロ
対
象
そ
の
も
の
を
カ
ン
照
す
る

ホ

カ
ン
満
の
差
が
大
き
い

I¥ 

カ
ン
大
な
処
置
で
済
ま
す

2

イ

こ
の
よ
う
な
シ
儀
に
立
ち
至
る

判
断
を
シ
直
の
手
に
委
ね
る

I¥ 

解
決
法
を
シ
唆
す
る

口
能
力
を
問
う
シ
金
石

ホ
シ
野
を
広
く
持
つ

間
十

木
文
の
趣
旨
と
合
致
す
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ

作

山
家
で
あ
る
筆
者
は
、
青
の
有
機
的
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
ド
ラ
マ
性
と
は
異
な
る
一
一一同
葉
の
連
な
り
の
持
つ
品
川
円
遍
性
を
速
詩
や
俳

諸
に
感
じ
、
白
ら
の
作
曲
に
活
か
そ
う
、
と
し
て
い
る
。

口
作
山
家
で
あ
る
筆
者
は
、
音
楽
と
い
う
個
人
主
義
に
根
ざ
し
た
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
る
以
上
、
連
歌
や
俳
請
の
う
ち
に
近
代
西

献
に
と
っ
て
未
知
の
新
た
な
’
R
己
主
張
の
形
を
探
っ
て
い
る
c

ハ
作
曲
家
で
あ
る
筆
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
個
人
主
義
的
な
’
同
己
表
現
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
音
楽
と
は
別
の
可
能
性
を
連
歌
や
俳

諾
に
感
じ
、
自
己
の
作
山
に
と
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ニ

作
曲
家
で
あ
る
筆
者
は
、
連
詩
や
俳
詰
の
持
つ
索
開
性
を
時
間
芸
術
で
あ
る
古
来
に
取
り
入
れ
、
音
楽
の
浬
想
的
防
界
闘
を
実
現

し
よ
う
と
し
て
い
る
の

間

十

二

筆

者
は
木
文
で
俳
帯
と
俳
句
を
別
の
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
一
一
つ
を
異
な
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
い

る
か
、
次
に
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
作
曲
家
で
あ
る
筆
者
が
音
楽
と
は
ジ
ャ
ン
ル
の
呉
な
る
連
歌
や
俳
諦
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
記
述
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
六
十
山
子
以
上
八
十
字
以
内
で
記
せ
。
同H
－頃
を

一
字
下
げ
に
す
る
必
要
は
な
い
。

な
お
、
句
読
点
や
符
号
等
も
一
字
と
し
、
そ
れ
ら
が
行
頭
行
末
に
き
て
も
、
必
ず
一

つ
の
マ
ス
日
内
に
記
す
こ
ーと
。
ま
た
、
末
尾
は
必

ず
句
点
で
閉
じ
る
こ
と
。



伝

次
の
甲

・
乙

丙

の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。

甲

［
次
の
文
章
は
、
「柳
宗
悦

民
義
紀
行
」

い
た
箇
一
附
が
あ
る
。〕

右

前
菜
）
に
伽
れ
ば
お
の
語
源
は
「
か
情
の
義
な
る
べ
し
」

と
あ
る
。
身
に
担
、
つ
の
意
に
基
づ
い
た
の
か
。

こ
の
外
に
異
説
の
文
献
は

見
当
た
ら
ぬ
。
蓑
を
「
装
L

と
も
書
く
が
正
し
く
な
い
。
「和
漢
三
才
図
会
」
は

一
説
を
立
て
、
元
来
は

「一倍
以」
と
い
う
字
で
あ
っ
た
の
を

後
人
が
州
を
加
え
て

「蓑
し
と
な
し
た
の
だ
と
い
う
。

昔
か
ら
「
み
の
」
は
「
に
の
」
と
も
発
音
さ
れ
た
。
出
雲
閤
飯
石
較
で
は
今
も
こ
れ
が
通
音
で
あ
る
。

「天
治
字
鑑」

十
二
に
「
蓑
弥

乃」。

「万
葉
集
』

十
二
に
「
久
万
の
雨
の
ふ
る
日
を
我
が
門
に
に
の
笠
き
ず
て
き
た
る
人
や
誰
れ
」
と
あ
る
。
富
山
県
で
は
「
み
の
ご
」

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。
こ
れ
は
女
用
の
蓑
で
や
や
小
型
で
あ
る
。

あ
ま
さ
ぬ

蓑
と
は

「雨
衣
」
を
意
味
す
る
と
「
和
名
類
衆
抄
」
な
ど
に
記
し
て
あ
る
。
ま
た
は

「草
南
衣
」
と
か
「
御
雨
草
衣
」
な
ど
と
も
昔
か
ら

説
い
た
。
そ
の
作
り
方
、
材
料
な
ど
に
つ
い
て
は

吋三
才
図
会
」
の
述
べ
る
所
が
最
も
要
を
得
て
い
る
か
ら
引
用
し
よ
う
。

按
、
蓑
雨
衣
也
o

用
レ
茅
打
柔
編
為
レ
之
。
漁
人
行
人
以
禦
ν
問
。
或
以
レ藁
為
一
一
密
薦
一
上
施
レ菅
作
レ
之
。
農
人
為
二
雨
衣
1

蓑
の
元
来
の
用
途
は
こ
の
よ
う
に
雨
衣
で
あ
る
。
雨
衣
に
は
品
目
は
「
池
衣
」
が
あ
り
、「
伊
恥
」
が
あ
っ
た
が
、
起
原
は
も
と
よ
り
革
で
編

ん
だ
蓑
の
方
が
ず
っ
と
古
い
。
雨
の
時
に
も
雪
の
時
に
も
用
い
、

ま
た
野
に
働
く
時
、
旅
に
出
る
時
、
誰
も
便
利
を
感
じ
た
用
具
で
あ
る
。

上
公
家
よ
り
下
農
夫
に
主
る
ま
で
、
誰
に
も
間
い
ら
れ
た
。

ず
さ
の
お
の
ーが
こ
と

中
内
室
同
を
繕
け
ば
蓑
に
関
す
る
文
献
は
様
々
あ
る
が
、
中
で
最
も
古
い
の
は

吋日
本
書
紀
』
と
思
え
る
。
「素
莞
鳴
尊
結
二東
脊
草
「
以
為
一一
笠

蓑
「
間
乞
一
一
宿
於
衆
神
吋

衆
神
目
、
汝
是
担
行
濁
悪
、
而
児
一一逐
論
一者
。
如
何
乞
ニ
街
於
我
「
遂
同
距
レ
之
」
と
同
書

一糾
俗
間
に
記
し
て
あ

ひ
日J

い
よ

ヴ

る
。
だ
か
ら
草
を
結
ん
で
蓑
を
作
っ
た
歴
史
は
甚
だ
古
い
。
だ
が
蓑
は
日
本
で
生
ま
れ
た
も
の
か
、
こ
れ
も
必
走
中
国
か
ら
教
わ
っ
た
技
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
台
湾
で
使
う
蓑
を
見
た
が
、
日
本
の
そ
れ
が
由
来
し
た
跡
が
想
像
出
来
る
。
中
固
の
文
献
は

「日
本
書
紀
」

よ
り
も
っ
と
古
い
。
「列
子
」
を
開
く
と
次
の
文
字
が
出
て
く
る
。
「
吾
君
方
将
被
蓑
笠
而
立
乎
欧
畝
之
巾
、
唯
事
之
姐
」。

こ
れ
で
見
れ
ば

重

量

ぃ

。
「
蓑
笠
」
と
い
う
誌
は
、
丁
度
門
出
」

の
如
く
ほ
と
ん
ど
っ
き
も
の
と
し
て
日
本
で
は
し
ば
し
ば
歌

5
3ま

れ
た
が
、
こ
の
言
葉
も
既
に
早
く
中
国
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
古
詩
に

「何
レ
蓑
何
レ笠
」
な
ど
と
い
う
句
も
あ
る
。
「
何
」
は
昨
う
の

意
で
あ
る
。
江
為
の
詩
に

「何
時
澗
庭
上
春
雨
満
一一蓑
衣
一
」
と
あ
る
か
ら
、
中
国
で
は
「
勢
長
」
な
る
言
葉
も
用
い
た
。

ひ

ょ

蓑
が
元
来
雨
衣
で
あ
る
こ
と
は
今
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
暑
い
地
方
で
は
こ
れ
を
日
除
け
に
も
用
い
た。

薩
摩
地
方
の

「
ひ
み
の
」
の

如
き
い
い
例
で
あ
る
。
も
と
よ
り

「
民
蓑
」
の
義
で
あ
っ
て
、
夏
の
日
除
け
で
あ
る
。

蓑
に
因
ん
だ
幾
つ
か
の
言
葉
も
此
処
に
添
え
て
お
こ
う
。
前
に
記
し
た
如
く
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
は
「
蓑
笠
」
の
言
葉
で
、
も
と
よ
り

蓑
と
笠
と
二
つ
の
も
の
を
示
し
た
一
言
葉
だ
が
、
い
つ
も
共
に
用
い
て
っ
き
も
の
で
あ
る
。
「蓑
に
な
り
笠
に
な
り
」
な
ど
と
い
う
薪
V
あ
る
。

表
に
な
り

F

援
に
な

っ
て
庇
う
意
味
で
あ
る
。
「
蓑
笠
は
て
ん
で
持
ち
」

の
勾
は
必
要
な
も
の
は
各
自
で
有
て
と
の
心
。
「
蓑
造
る
人
は
笠
を
着

る
」
と
い
え
ば
互
い
に
寄
り
合
う
暮
ら
し
の
こ
と
。

「
剥
到
引
制
寸
刈
州
刻
叶
刈
叶
叫
M
叫
」
と
献
し
た
の
は
、
素
斐
鳴
尊
の
故
事
に
よ
り
、

下
山
意
に
用
い
る
。
こ
の
蓑
笠
は

「万
葉
集
」
の
古
歌
に
も
見
え
る
こ
と
は
前
に
引
い
た
歌
の
例
で
も
分
か
る
。

い
札
戸

b
司

ー

か

ぶ

活
物
に
こ
の
字
を
冠
ら
せ
た
も
の
で
誰
で
も
思
い
起
こ
す
の
は
「
蓑
虫
」
で
あ
る
c

蓑
を
着
た
如
き
様
か
ら
か
く
呼
ん
だ
の
は
い
う
ま
で

ま
ゆ

a〉
〉
、
ど
〈
〈

t
J〉

も
な
い
。
こ
の
頃
は
利
用
の
道
も
立
っ
て
そ
の
繭
が
役
立
つ
が
、
昔
は
い
い
例
に
は
と
ら
れ
て
お
ら
ぬ
。
『枕
草
子
』
に
は
「
み
の
む
し
、

い
と
あ
は
れ
な
り
L

と
記
し
、

『宇
津
保
物
語
」
に
は
「
乱
れ
足
は
、
動
か
れ
ず
侍
り
。
左
、
右
に
か
づ
き
賜
は
る
物
は
、

み
の
む
し
の
や

？
ι』
I
I
I
I
l
l
1
1
1
l
E
I
l
i
l－－－‘

こけ

Mmv

？い

A
W

，

う
に
て
や
、
む
く
め
き
参
ら
ん
」
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
次
に
は
寸
昨
季
亀
」
、
こ
れ
は
蓑
の
如
く
苔
が
は
え
た
亀
の
義
で
、
賀
監
の
徴
に
な

っ
て
目
出
た
い
。
続
い
て
は

「
蓑
貝
」
「
蓑
螺
」
「
茨
五
位
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
い
ず
れ
も
形
の
連
想
か
ら
つ
け
た
名
で
あ

る
。
植
物
で
は
三
主
主
の
一
字
か
と
思
う
。

「一
一
一
才
図
会
」
に
、
「
脊
茅
、
俗
云
、
太
末
保
、
又
云
、
蓑
草
、
云
云
、
農
家
用
レ
之
作
↑
雨

衣
一
」
と
記
し
て
あ
る
o
T
亦
染
衛
門
集
」
に
ヲ
石
－
l

山
麓
の
露
の
露
け
さ
に
か
り
試
み
し
野
辺
の
み
の
草
」
、
と
あ
る
。

h
u

’、
，‘‘，、，、，、，

LP

次
に
は
「
蓑
毛
」
と
い
う
一
言
葉
。
こ
れ
に
は
三
つ

の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。

一
つ
は
蓑
の
乱
れ
た
る
如
き
様
。
「
太
平

JE，
に
は
「
雨
の

降
る
が
如
く
に
射
け
る
矢
、
三
人
の
者
共
が
鎧
に
、
蓑
毛
の
如
く
に
ぞ
立
た
り
け
る
」
。
一
つ
は
鷺
の
頚
に
垂
れ
た
る
蓑
の
如
き
毛
の
こ
と。

「拾
玉
集
』
に
「
す
ご
き
か
な
加
茂
の
川
原
の
河
風
に
み
の
げ
乱
れ
て
鷺
立
る
め
り
」
c

為
家
の
歌
に
「
ゐ
る
鷺
の
お
の
が
蓑
毛
も
片
よ
り

に
岸
の
柳
を
春
風
ぞ
ふ
く
」
。
ま
た
別
の
意
味
に
は
筆
の
穂
に
川
い
る
馬
の
毛
を
蓑
毛
と
も
呼
ぶ
。

ま
た
し
ば
し
ば
川
い
ら
れ
た
の
は
「
蓑
代
十
と
か
「
蓑
代
衣
」
と
か
い
う
一
言
素
で
あ
っ

て
、
「
代
」

は
代
用
の
意
で
あ
る
か
ら
、
蓑
の
代

l
わ
り
を
し
て
雨
を
凌
ぐ
雨
衣
の
こ
と
で
あ
る
。
「狭
衣
物
語
」
に
「
み
の
し
ろ
も
わ
れ
脱
、
さ
着
せ
ん
返
し
っ
と
思
ひ
な
わ
ぴ
そ
天
の
羽
衣
」O

J
徴
弾
栂
職
毎
刊
に
「
降
る
雪
の
み
の
し
ろ
衣
打
着
つ
つ
春
米
に
け
り
と
驚
か
れ
ぬ
る
」
。

Anく
れ
み
の

も
ち

「
隠
蓑
」
な
る
言
葉
は

『信
網
記
』
に
も
い
う
如
く
、
「
鬼
之
持
た
る
ん
玉
は
、
か
く
れ
蓑
、
か
く
れ
笠
、
釘
出
の
小
槌
、
延
命
小
袋
し
な
ど
、

そ
も
そ
も

こ
こ
で
は
重
宝
な
宝
物
の
意
で
あ
る
c

「宝
物
集
」
に
「
抑
人
の
為
に
は
、
何
か
第
…
の
宝
に
て
は
侍
る
、
（中
略
）
人
の
身
に
は
隠
蓑
と
申

す
物
こ
そ
よ
き
宝
に
て
は
侍
り
ぬ
べ
け
れ
。
食
物
・
着
物
ほ
し
く
は
、
心
に
任
せ
て
取
り
て
ん
ず
。
人
の
か
く
し
て
い
は
ん
事
を
も
聞
き
て

ん
て
又
ゆ
か
し
か
ら
ん
人
の
か
く
れ
ん
を
も
見
て
ん
て
き
れ
ば
、
か
ば
か
り

2
5
2
2
7
0門
川
］
。

みの

だ
が
こ
れ
ら
の
言
葉
よ
り
も
大
事
な
の
は
「
蓑
売
」
と
か
「
蓑
市
」
と
か
い
う
言
葉
で
あ
る
。
今
も
回
舎
の
市
日
に
逢
え
ば
、

蓑
売
が
何

枚
か
の
品
を
列
べ
て
腎
ぐ
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
品
目
は
需
要
が
多
か
っ
た
か
ら
こ
の
た
め
に
市
日
が
立
っ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で

必
ず
ま
め
い
ぶ
つ
か
の
こ

あ
る
c

蓑
＋
巾
で
最
も
有
名
な
の
は
江
戸
の
浅
草
で
あ
っ
た
の

『東
名
物
鹿
子
宝一
に
、
「
弥
生
の
中
の
八
日
、
近
郷
よ
り
蓑
を
持
ち
寄
り
て
浅
草

「蓑
の
こ
と
」
（
一
九
三
七
年
初
出
）
の
一
節
に
よ
る
。
文
中
に
は
、
返
り
点

・
送
り
仮
名
を
省

8 



寺
の
門
前
に
商
ふ
。
是
を
浅
草
の
み
の
い
ち
と
い
ふ
。

葉
市
や
桜
曇
り
の
染
め
手
本
」
。
だ
が
こ
の
葉
市
は
「
東
都
歳
時
記
」
な
ど
に
は
春

一二
月
十
九
日
、

冬
十
二
月
十
九
日
と
記
す
。
い
ず
れ
も
浅
草
雷
門
前
で
市
が
立
っ
た
。
隔
年
に
祭
礼
が
行
わ
れ
な
い
年
は
、
十
八
日
に
変
わ

っ
た
と
い
う
。

申
に
引
用
さ
れ
る

「列
子
」
力
命
篇
の

一
節
に
よ
る
。
丈
中
に
は
、

あ

モ

ピ

￥

ミ

つ

ぎ

ん
二

ノ
カ
タ

ミ
テ

ノ

景

公

砕
一
一
於
牛
山
「
北
臨
－
一
其

城

一

せ
ん

タ
リ

い

か

ん

ゾ

ト

ン

テ

リ

テ

ノ

諺

芋

芋

。
若

何

滴

滴

、

去

一

一

此

は

タ

リ

テ

ニ
ニ
ヲ

ゆ

カ

ン
ト

ク

ニ

カ

人

将

去

レ

斯

而

之

レ

何

。

」

う

り

一

？

っ

き

う

き

ょ

ヒ

テ

史

孔

・

梁

丘

拠

、

皆

従

而

フ

と

ば

り

ょ

っ

し
ゃ
モ

ク
ン
パ

テ

而

食

ぺ

鷲

馬

稜

車

、

可

一

一

得

あ

ん

し

リ

7

F

た
は
ら
ニ

曇

子

独

笑

二
於
忠
一
4

悲

。

孔

与
レ
拠

、

皆

従
二
，寡

こ
た
へ

一ア

ハ

ヲ

メ

パ

対

日

、

使

一一

賢
常

乙
4τ竺当ー 「一－－，

ハ／次
σ〉
丈
掌
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悶

欝
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死→ ー｜
ノ君｜而

キ

テ

、

7

泣

日

、

臣

而
乗
一
也
、

す
す
ギ
プ
な
み
だ
ヲ

公

雪

レ

沸

而

人

一

而

泣
。
子

者

常

守

v
之、

｛
寸
？
之
、
則

雇司、 且
二 千 V 頼4

Mt，） 長 猶 ホ ー

之

E易一
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死づ 政
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而ル食し
ヲ

況／悪
ヤ

王ζ
ロガ

南
円
、

君ヲ ~ク

瀧ピモト得テ

之

不
レ

ヲ
子一7

ハ

ブ

笑
、
何

目、欲セ
什1.やク

五 ト 寡

人

今

日

則子之

太

師会
サ寸－ -・ 

常桓

，刀、、
守一五 日

V フ
ン

之｜ザ
ヲ

ρu. 
吊

守U

v 玉

君ノ之ヲ

実

→← )f士

公

・
霊
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実
。
数

者

方

君則チ制
- ・- '1寸

也す吾ガ被

蓑

笠
,-Lー・
女 h

c而

之ガ得フ

乎
レじιμ 

主
人πE
 

位
一
而

沸
、
是

為、二 不

独リイ二

___i_ 

J.L 

畝

立タ之

罵 中
、籍ひ

？時以ニ唯
笑寸 4二 J

-／見 ｜其，事
也二 I , 
。ぃ不｜迭5之

仁 ｜処を ＇［温

τ広
ゴ二
一 レ

弘レで之

而ル君

此ノ独リ又

為
レ

y志

之

訣

臣ヲ

臣

~ル

者ヲ

臣

之

所

i主

牛
山
：：

：
斉
の
都
の
臨
指
近
く
の
山
c

欝
欝
竿
芋
・
背
十
木
が
緑
に
茂
り
盛
ん
な
さ
ま
。

滴
滴
・

・流
浪
す
る
こ
と
。

疏
食
悪
肉
・
：
相
末
な
食
事
。

駕
馬
稜
車
a

’：
劣
っ
た
馬
と
粗
末
な
車
。
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丙

〔
次
の
文
章
は
、

甲
に
引
用
さ
れ
る

「宝
物
集
」
の

一
節
に
よ
る
c］

抑
人
の
為
に
は
、
何
か
第

一
の
宗
に
て
は
侍
る
、
と
云
ふ
者
あ
ん
な
れ
ば
、
ま
こ
と
に
、
何
か
宝
に
て
あ
ら
ん
、
と
お
も
ふ
程
に
、
そ
ば

よ
り
さ
し
出
で
て
、
人
の
身
に
は
隠
蓑
と
申
す
物
こ
そ
よ
き
宝
に
て
は
侍
り
ぬ
べ
け
れ
。
食
物
・

着
物
ほ
し
く
は
、
心
に
任
せ
て
取
り
て
ん

ず
c

人
の
か
く
し
て
い
は
ん
事
を
も
聞
き
て
ん
ず
。
又
ゆ
か
し
か
ら
ん
人
の
か
く
れ
ん
を
も
見
て
ん
ず
c

さ
れ
ば
、
か
ば
か
り
の
宝
や
は
あ

る
べ
き
、
と
云
ふ
め
れ
ば
、
そ
ば
な
る
も
の
の
声
に
て
、
暗
が
り
よ
り
申
す
ゃ
う
、
物
を
ね
が
は
ん
に
は
、
い
か
で
か
人
の
物
を
と
ら
ん
と

ェ

ゆ

い

仰

い

き

や

、P

あ

ら

は

げ

は
申
す
べ
き
。
申
さ
ば
盗
人
に
こ
そ
侍
る
な
れ
。
龍
樹
菩
薩
の
隠
形
の
法
す
ら
顕
れ
に
け
れ
ば
、
外
法
を
ば
捨
て
て
、
菩
提
の
行
に
ぜ
き
て
、

首ヴ
－g
r
で

こ

づ
宅

馬
鳴
の
弟
子
に
成
り
給
ひ
に
き
。
さ
れ
ば
、
打
出
の
小
槌
と
申
す
物
こ
そ
、
よ
き
主
に
て
は
侍
り
ぬ
れ
。
ひ
ろ
か
ら
ん
野
に
ま
か
り
て
、
居

円

引

号

、
お
も
は
し
か
ら
ん
妻
ゃ
、
っ
か
ひ

「

凹

従
者
馬
車
食
物
着
物
心
に
任
せ
て
打
航
し
て
侍
ら
ん
は
、
人
の
物

も
と
ら
で
、
よ
く
侍
る
べ
し
、
と
い

へ
ば
、
又
そ
ば
な
る
も
の
さ
し
出
で
て
、
打
出
の
小
槌
は
め
で
た
き
宝
に
て
は
侍
り
ぬ
ベ
け
れ
ど
も
、

口
惜
し
き
事
の

一
侍
る
な
り
。
万
の
物
ど
も
打
出
し
て
、
た
の
し
く
居
た
る
殺
に
、
鐘
の
声
を
聞
き

つ
れ
ば
、
打
出
し
た
る
物
、
こ
そ
と
そ

と
だ
ひ
と

り

に

JMI
l
l
i
l
i－
－

I
l
li
t－
－

I
l
l
l
i－
－

と
失
す
る
こ
と
の
侍
る
な
り
c

め
で
た
く
て
ゐ
た
る
程
に
、
広
き
野
の
中
に
臼
ハ
独
、
は
だ
か
に
て
居
た
ら
ん
こ
そ
、
ぁ
ゃ
な
く
侍
わ
ぬ
州
州

B
l
l

U
ん
〈
よ

れ。

貧
窮
よ
り
は
衰
苦
は
た
へ
が
た
し
c

天
人
の
五
衰
は
地
獄
の
苦
に
は
ま
さ
る
ら
ん
、
と
申
し
た
め
れ
ば
、
無
益
に
ぞ
侍
る
。
昔
よ
り
隠

蓑

・
打
出
の
小
槌
持
ち
た
る
と
云
ふ
人
聞
え
侍
ら
ず
。

注

龍
樹

・
馬
鳴
4

・と
も
に
イ
ン
ド
の
僧
の
名
。

天
人
の
五
’災
a

・天
人
の
死
の
際
に
あ
ら
わ
れ
る
五
つ
の
き
、
ぎ
し
。

間
十

甲
の
文
章

長

け

る

空

欄

門

己

に
あ
て
は
ま
ら
な
い
成
号
次
の
中
か
ら

二
J

選
ぴ
、
解
答
欄
に
マ
j
ク
せ
よ
c

イ

柳
に
燕

ロ

魂
に
霊

片、 ／、

竹
に
虎

梅
に
鷲

ホ

紅
葉
に
鹿

唐
獅
子
に
牡
丹



間

十

四

甲

の
文
章
に
お
け
る
傍
線
部
1
「
蓑
笠
を
著
て
人
の
家
に
入
ら
ぬ
も
の
」
は
、
第
四
段
落
の

「日
本
書
紀
）
の
故
事
を
踏
ま
え
て

い
る
が、

空
欄

一J
川
＼＼

7
いあ
て
は
ま
る
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

つ
選
び
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

ホ ハ イ

物
事
を
断
ら
れ
る

人
に
尊
敬
さ
れ
る

車円
草
を
斐
に
し
な
い

ヘ ニ 口

；森 神）拘
賊 の風
に Mi・5を
間 り防
速 をげ
え 受 な
らけし、
れる
る

間

十

五

甲

の
文
章
に
お
け
る
傍
線
部
2
「む
く
め
き
参
ら
ん
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

，
つ
選
び
、
解
答
欄
に

マ
ー
ク
せ
よ
。

間
十
六 ホハイ

ひ
っ
そ
り
進
む
で
し
ょ
う

向
か
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う

う
ご
め
い
て
参
り
ま
し
ょ
う

へニロ

か
ぶ

っ
て
参
り
ま
し
ょ
う

鋭
角
を
あ
ら
わ
す
で
し
ょ
う

気
持
ち
が
た
か
ぶ
る
で
し
ょ
う

甲
の
文
章
に
お
け
る
空
欄

円

巴

に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
士

一
っ
き

、
宮

欄

に

マ

ー
ク
せ
よ
。

イ

蓑
に
悟
れ
い
と
し
い
人
に
近
づ
き
た
い
も
の
だ

蓑
に
隠
れ
食
べ
物
を
取
れ
る
は
ず
も
な
か
ろ
う

蓑
も
と
ん
で
も
な
い
出
世
を
し
た
も
の
で
あ
る

隠
蓑
を
持
っ
と
鬼
に
つ
け
ね
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る

隠
蓑
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
馬
鹿
げ
た
話
で
あ
る

隠
蓑
は
打
出
の
小
槌
と
と
も
に
鬼
の
主
で
あ
っ
た

口ヘホニハ

間

十

七

甲

の
文
章
に
お
け
る
波
線
部

a
i
d
の
作
品
を
、
時
代
の
十円
い
販
に
な
ら
ベ
た
場
合
、
正
し
い
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、

解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ

A. J、

10 

口

b
c
d
a

a
c
b，d
 

c
a
d
b
 

n
u
A
U
・h
U
円

d

ホ

d
a
c
b

d
b
a
c
 

間

十

八

乙

の
文
章
に
お
け
る
傍
線
部
3
「吾
担
方
将
被
蓑
笠
而
立
乎
眠
畝
之
中
、

中
か
ら

一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

唯
事
之
愉
」

の
訓
読
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の

イ

五
日
が
君
方
の
将
は
帆
船
の
中
に
立
ち
て
蓑
設
を
被
て
、
唯
だ
事
の
臨
ひ
を
み
る

一一
は

五
n
が
君
は
岐
畝
の
巾
に
蓑
笠
を
絞
り
て
U
一
つ
方
将
を
、
唯
だ
事
の
愉
れ
み
と
す

吾
が
若
方
は
将
た
蓑
診
を
被
て
而
立
し
て
欧
畝
の
中
に
あ
る
は
、
唯
事
の
臨
ひ
な
り

吾
が
若
は
方
に
将
に
蓑
笠
を
被
り
て
眠
畝
の
中
に
立
ち
、
唯
、
だ
事
を
之
れ
恒
へ
ん
と
す

五
ロ
が
君
の
方
将
は
蓑
笠
を
被
て
欧
畝
の
中
に
烹
た
ん
を
や
、
唯
だ
事
を
憧
れ
ま
ん
と
せ
ん

吾
が
京
は
方
に
将
に
蓑
笠
し
て
立
ち
欧
畝
の
中
に
被
る
に
、

唯
だ
之
の
事
を
断
へ

ん
と
す

口二ハヘホ

間
十
九
乙
の
文
京
に
お
け
る
傍
線
部
4

な
も
の
を
次
の
中
か
ら
つ
選
、
び
、

「
見
一
一
不
仁
之
君
「
見
－
一
一
拍
一
訳
之
臣
一
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
た
言
葉
か
、

解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

最
も
適
切

景
公
が
、
牛
山
か
ら
都
城
を
見
渡
し
、
こ
の
国
を
離
れ
て
は
死
に
た
く
な
い
と
述
べ
た
が
、
史
孔

・
梁
丘
拠
が
道
に
は
ず
れ
て
い

る
と
反
対
し
た
た
め
、
長
子
は
仲
裁
に
釆
り
出
し
て
い
る
c

ロ

景
公
が
、
牛
山
か
ら
都
城
を
見
渡
し
、
こ
の
悶
を
離
れ
て
は
死
に
た
く
な
い
と
述
べ
、
史
孔
・
栄
丘
拠
が
そ
れ
に
追
従
し
た
こ
と

は
、
と
も
に
人
の
道
に
は
ず
れ
て
い
る
と
、
円
安
子
が
論
難
し
て
い
る
。

ハ

牛

山

に
お
け
る
、
景
公
と
史
孔

・
梁
丘
拠
の
感
動
的
な
や
り
取
り
を
、
妻
子
が
傍
ら
で
笑
っ
た
た
め
、
景
公
は
人
の
道
に
は
ず
れ

て
い
る
と
強
く
非
難
し
、
曇
子
に
死
罪
を
命
じ
て
い
る
。

ニ
妻
子
は
、
太
公
望
・
桓
公
の
よ
う
な
賢
者
や
、
荘
公
需
八
ム
の
よ
う
な
武
勇
の
君
主
が
、
斉
を
い
つ
ま
で
も
支
配
し
続
け
る
な
ら
、

景
公
や
臣
下
の
史
孔
・
梁
丘
拠
に
は
存
在
理
由
が
な
い
と
し
て
い
る
。

ホ
景
公
が
、
蓑
や
笠
を
つ
け
て
出
畑
に
立
ち
、
た
だ
農
事
の
こ
と
に
の
み
心
を
砕
い
て
い
た
な
ら
ば
、

同
に
平
和
が
訪
れ
人
々
も
豊

か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
に
と
、
妻
子
は
嘆
い
て
い
るの

ヘ
史
孔
・
葉
丘
拠
が
、

粗
末
な
食
事
や
痛
ん
だ
肉
を
食
べ、

起
の
遅
い
馬
や
み
す
ぼ
ら
し
い
草
に
乗
っ
た
と
し
て
も
、
景
公
に
ど
こ

ま
で
も
従
う
と
表
明
し
た
と
と
に
、
妻
子
は
感
動
し
て
い
る
。

イ



間
二
十

丙

の
文
章
に
お
け
る
空
欄

h
巴

〔

川

い

に
は
共
通
す
る
語
が
入
る
c

そ
の
語
を

1
1
6
の
中
か
ら
一
つ
選
ぴ
、

を
加
え
て
活
用
さ
せ
、
本
文
に
適
合
す
る
よ
う
に
記
述
解
答
用
紙
の
所
定
の
槻
に
記
せ
。

品
川匂
も
HM
1
叫
4

砕
且
浮盟
主
－
一円

と
し

5

な
め
し

6

う
れ
し

内正

ト
？
i
v

3

あ
し

4

な
し

間
二
十

一

丙
の
文
掌
に
お
け
る
傍
線
部

5
「あ
ゃ
な
く
侍
り
ぬ
ベ
け
れ
」
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
の
か
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次

の
中
か
ら

一
つ
選
、
び
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

イ

龍
樹
菩
薩
の
隠
形
の
法
に
よ
っ
て
得
た
打
出
の
小
槌
の
霊
力
に
よ
り
、
従
者
に
か
し
ず
か
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
突
然
鐘
の
音

が
鳴
る
と
消
失
し
た
た
め
、
呆
然
と
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

口

美
し
い
妻
や
従
者
に
か
し
ず
か
れ
た
生
活
で
あ
っ
た
が
、
打
出
の
小
槌
を
沖
泊
ま
れ
て
突
然
貧
乏
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
か
ら
ど
う

し
て
よ
い
か
、と
ま
ど
う
こ
と
が
可
哀
想
に
思
わ
れ
た
か
ら
c

ハ
隠
蓑
と
打
出
の
小
槌
を
比
較
す
る
と
、
望
ん
だ
食
べ
物
や
着
物
が
得
ら
れ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
隠
蓑
で
は
盗
み
を
働
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
、
倫
理
的
に
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
。

ニ

打

出
の
小
槌
の
優
れ
た
点
は
、
望
ん
だ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
打
ち
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
い
っ
た
ん
そ
の
生
活
に
慣
れ
て
し

ま
う
と
、
野
原
で
裸
同
然
に
暮
ら
し
て
い
た
生
活
に
は
一民
れ
な
い
か
ら
。

ホ

人
の
た
め
の
第

一
の
宝
と
し
て
有
名
な
隠
H

表
土
打
出
の
小
槌
を
得
て
、
思
い
通
り
の
生
活
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
盗
品

だ
っ
た
と
知
ら
れ
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
か
ら
。

ヘ

打
出
の
小
槌
か
ら
出
し
た
家
屋
や
財
宝
に
固
ま
れ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
が
、
鐘
の
音
と
と
も
に
す
べ
て
消
え
去
り
、
野
原
に

ひ
と
り
裸
で
取
り
残
さ
れ
た
心
情
が
思
い
測
ら
れ
た
か
ら
。

間
二
十
二

甲
a

乙

・
丙
の
い
ず
れ
か
の
文
章
の
趣
旨
と
合
致
す
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
二
つ
選
ぴ
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

蓑
の
一
語
源
は
、
身
に
担
う
と
い
う
意
味
で
、
身
近
な
道
具
だ
っ
た
だ
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
記

・
発
音
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
蓑
売
り
の
市
場
に
お
け
る
祭
礼
で
あ
る
c

ロ
士
一
は
、
ヨ
三
才
開
会
」
に
よ
れ
ば
雨
の
時
に
着
用
す
る
衣
で
、
漁
師
や
曲
庶
民
が
阿
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
用
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
起
原

は
巾
閏
古
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
日
本
古
代
に
お
い
て
も
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
た
。

ハ

蓑

と
笠
は
、
表
裏

P

体
で
互
い
に
支
え
合
う
た
と
え
と
し
て
機
能
し
た
が
、
時
に
は
勝
手
に
も
の
ご
と
を
動
か
し
、
あ
る
い
は
身

寄
り
が
な
く
さ
び
し
い
な
ど
の
、
否
定
的
な
言
葉
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

二

蓑
の
語
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
や
梢
物
と
結
び
つ
き
、
例
え
ば

「蓑
亀
」
は
長
寿
が
め
で
た
い
た
と
え
に
用
い
ら
れ
た
り
、

「蓑
毛
」
は
鷺
の
頚
の
毛
の
よ
う
に
合
戦
が
入
り
配
れ
る
た
と
え
に
用
い
ら
れ
た
り
し
た
。

ホ

曇
子
は
、
賢
者
に
斉
の
国
を
｛
寸
ら
せ
た
な
ら
、
い
つ
ま
で
も
保
ち
続
け
ら
れ
た
は
ず
だ
し
、
勇
者
に
屈
を
守
ら
せ
て
も
、
ず
っ
と

保
ち
続
け
ら
れ
た
は
ず
だ
と
、
景
公
を
い
さ
め
た。

ヘ

龍

樹
菩
薩
は
、
隠
蓑
と
同
じ
よ
う
な
身
を
隠
す
特
別
な
法
を
使
っ

て
身
を
隠
し
た
が
、
打
出
の
小
槌
の
技
の
方
が
実
用
的
だ
と
考

え
、
馬
鳴
の
弟
子
と
な
り
何
年
も
修
行
し
て
そ
の
技
を
習
得
し
た
。

イ

〔

以

下

余

白
）

一一一 11



く2020R 02142023 > 

,r~ し
千 Fl 十

験L

一氏"' 

円七r

氏

1'i 

（注意） 所定棟以外に受験待号 ・氏名を
記入してはならない。記入した

解答用紙は係点の対象外となる
場合があるの

<2020 R02142023> 

百ナ－ ～
J.＋干 キ し 一 一 I

名 l

（注意） 所定欄以外に受験番号 氏名を
記入してはならない。記入した

解答j刊紙は採点の対象外となる

場合がある。

（三）

（三）

問

十

L ~J __ ___l… ......... J. 

（二）

（二）

問
十

（一）

（一）

間
四

一一一一一一一一一一一1

i 問四

（－） 
（ 

採

〕
点、

＋閤、、.－，＇

（一）

荷 国

三口五口

（ 

記
述
角法手

用
紙
、‘恒.，，




